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○秋冬用野菜出荷資材予約・当用推進

（段ボール・パック・フィルム・果樹用資材他）

○温床資材予約推進

（農ポリ・トンネル資材・コンニャクマルチ他）

○秋冬用野菜種子推進

（ホウレンソウ・ネギ・キュウリ他）

生産資材部

●▶花木流通センター

○秋彼岸園芸セール	 ９月17日（土）～ 23日（金）

●▶肥料農薬課

○セルフブレンド推進

○麦肥料農薬推進

○茎葉処理除草剤大型規格推進

○バンカーシート推進

●▶担い手推進課

○大規模・系統未低利用生産者への推進支援

○ＪＡの出向く体制強化支援

●▶施設住宅課

○賃貸アパート・個人住宅推進	 （周年）

○カクイチ物置・広スペースハウス推進	 （周年）

○住友不動産（株）「新築そっくりさん」推進	（周年）

生活燃料部

●▶生活課

○蓄電池推進	 （周年）

○シロアリ防除事業推進	 （周年）

○ＪＡタウン取扱品目拡大

●▶石油課

○秋期オイルキャンペーン	 （９月～11月）

○セルフSS	L INE導入キャンペーン	 （９月末）

●▶ガス課

○ガス・でんき新規獲得推進	 （４月～３月）

○給湯器燃料転換推進	 （４月～２月）

○ガス器具推進	 （４月～12月）

事業のうごき

畜産農産部
●▶酪農畜産課

○生乳の計画生産の推進

○初妊牛導入推進

○素牛導入推進

○種豚導入推進

○渋川家畜市場の和牛及び乳用牛の集荷・販売推進

●▶米麦特産課

○令和３年産民間流通麦引取推進

○令和４年産民間流通麦集荷推進

○令和５年産契約推進（入札前推進）

○「麦とろ麵」特別推進（推進目標　8,000ケース）

	 令和４年７月１日～９月末日

○こんにゃく生玉取扱推進

○こんにゃく荒粉・精粉販売推進（入札の実施）

○群馬県産トマトジュース推進

	 令和４年９月１日～10月31日

園芸部

●▶園芸販売課

○共計ホウレンソウ販売	 （周年）

○共計チンゲンサイ販売	 （周年）

○共計味ニラ販売	 （周年）

○共計ニガウリ販売	 （９月末日迄）

○共計オクラ販売	 （９月末日迄）

○県統一規格共計露地ナス販売	 （11月末日迄）

○県統一規格共計キュウリ抑制販売	（12月末日迄）

○ＪＡ野菜振興計画の目標達成に向けた取組支援

○農産物の安全・安心確保対策

○園芸作物生産実証農場の運営

●▶販売促進課

○夏秋野菜販売促進

○もやし類・加工野菜販売促進

●▶園芸資材課

○ネポン暖房機第２期推進（第２期・７～９月）



６月26日（日）、公益社団法人全国食肉学校で「食
肉販売科（３か月コース）第33期生卒業記念感謝祭」
が開催されました。普段は全農ミートフーズ、ホクレ
ンなどのＪＡグループや精肉店などで働く、全国から
集まった12人の学生は、習得したカット技術を活か
し、お客様への感謝の気持ちを胸に、上州牛、上州麦
豚の精肉や総菜、そしてハム・ソーセージ・ベーコン
などを販売しました。小原学校長は「学んだ知識・技
術とあふれるお肉愛で、これからの畜産業界を盛り上
げてもらいたいと心から願っています」と話しまし
た。

食肉学校卒業感謝祭

園芸販売課は６月30日（木）、「ＪＡグループ野菜生
産対策会議」をＪＡビルで開催し、ＪＡ、県、中央会、
当県本部の担当者33人が出席しました。野菜振興計
画はキャベツ・ナスなど各ＪＡで選定した計21品目を
戸数・作付面積・出荷量・販売金額の４項目で策定し
たものです。各ＪＡの現状と今年度の目標について情
報共有を図りました。またトレサビ（生産履歴記帳支
援）・残留農薬自主検査・GAP取組状況について報告

野菜生産対策会議

生活課は、６月10日（金）から24日（金）までＪＡタ
ウン「新鮮ぐんまみのり館」リニューアルオープン１
周年キャンペーンとして対象商品を５～ 15％引きで
販売しました。キャンペーン期間中、サイトを通じて
対象商品を購入した方の中から厳正な抽選の結果、大
阪府在住の方に県内の温泉施設などで使用できる「ぐ
んま宿泊券」２万円分が当選しました。

ＪＡタウン
リニューアルキャンペーン抽選会

葬祭センターは７月13日（水）、エピローグコンサ
ルティング（株）小野寺氏を講師に迎え「感情のコント
ロール研修」を開催しました。５事業所から12人が参
加し、コントロールが一番難しいとされる「怒り」「イ
ライラ」について学びました。扱いにくい感情「怒り」
の正体を知りコントロールする術を知ることで、ご遺
族に寄り添った対応ができ、業務の生産性があがり、
結果自分自身の成長に繋がることがわかりました。

葬祭センター研修会

があり、安全・安心な農産物の流通のため積極的に取
組むことを確認しました。
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コンプライアンス推進課は７月14日（木）、ＪＡビ
ルでコンプライアンス推進者・お客様相談窓口責任者
を対象として、日本クレーム対応協会代表理事　谷厚
志氏を迎え「損する言い方	得する言い方～しくじらな
いコミュニケーション秘訣～」を開催しました。部・
課長、職員、各SS所長約80人が出席し、「毎日のイ
ライラがなくなる方法」「自分のメンタルを強くする
方法」「人間関係で悩まな
くなる方法」「仕事と人生
でしくじらない方法」につ
いて90分の講演が行われ、
参加者は講師の言葉に熱心
に耳を傾けていました。

お客様相談窓口研修

農業機械課は７月
16日（土）・17日（日）、
農業用機械の展示即
売会「アグリマシンフェア2022」を３年ぶりに開催
し、２日間で3,811人に来場いただきました。生産資
材のトータルコストを低減する新技術・新製品の情報
を農家に提供し、農業所得の増大と農業生産の拡大を
通して地域の活性化に寄与することを目的に開催しま
した。約40社の農業機械メーカーがトラクター・コ
ンバインなど最新の農業用機械・農業資材を展示、デ
モンストレーションが行われました。特に全国１万人

アグリマシンフェア2022

以上の声を反映した「共同購入トラクター」のコー
ナーでは、来場者が熱心に担当者の話を聞いていました。

名久田セルフSS
1周年記念キャンペーン

名久田セルフ給油所は７月16日（土）～ 18日（月）、
セルフ給油所新設１周年を記念してキャンペーンを実
施し、多くのお客様に来店いただき大盛況でした。給
油所の老朽化などに伴い場所を移転、セルフ給油所に
生まれ変わってから１年。地元のサービスステーショ
ンとして組合員はもちろん、組合員でない方にも安心
してご利用いただける
ガソリンスタンドで
す。これからも地域の
拠点スタンドとして
サービスの充実に努め
ます。

全国食肉学校は７月23日（土）、小中学生を対象と
した「肉の食育体験」を開催し12人が参加しました。
全国食肉学校で学ぶ生徒と先生が講師となり「いのち
をいただく」という紙芝居を読んだ後「お肉ができる
まで」の講義、豚枝肉の分割とソーセージづくりのデ
モンストレーションを実施。その後参加者は３つのグ

肉の食育体験
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群馬県前橋市産の旬の野菜を詰め合わせた「野菜ボッ
クス」です。ＪＡ前橋市管内にある直売所「産直ゆうあ
い館」から出荷いたします。毎朝出荷される野菜を配送
当日に所長が自ら選んで箱
詰めして
お届けし
ます！

アクセスはこちら！
https://www.ja-town.com/
shop/c/c3201

〜今月のおすすめ〜〜今月のおすすめ〜
「JA前橋市 旬の野菜ボックス」「JA前橋市 旬の野菜ボックス」

www.ja-town.com

※画像はイメージです。
※	内容量・詰め合わせ数量は、季節
によって異なります（６～９品目）。

ループに分かれて、精肉のカットとソーセージひねり
を体験しました。子供たちは「食べる＝いのちをいた
だく」ということに改めて感謝し、自分たちでつくっ
たソーセージと豚肉を食べて体験は終了しました。

ご注文はJA・全農へ お問い合わせ先／JA全農ぐんま 米麦特産課 TEL.027-220-2251 FAX.027-265-1415

【お問合せ先】
ＪＡ全農ぐんま 米麦特産課

TEL：027-220-2251 FAX：027-265-1415
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1
1�作業風景

2�キャベツ箱詰作業

―今回の農業チャレンジャーは、ＪＡ嬬
恋村管内でキャベツを生産する尾崎さ
んです。

―就農時期は？
高校を卒業して18才で就農しまし
た。

―就農のきっかけは？
家がキャベツ農家で、家族の姿を見
てきたので自然に就農の道を選びまし
た。

―就農されていかがでしたか？
朝早い作業や天候に左右されること、
資材高騰など大変なことはありますが、
おいしいキャベツを作るという思いは
変わりません。

―年間のスケジュールを教えてくださ
い（生産～出荷まで）。
４月10日過ぎから７月末まで順次定
植、６月25日頃から10月25日頃まで
約４か月出荷します。シーズン中は毎
朝４：30から、８人で収穫・出荷作業
を行っています。

―収穫量は？
１日平均1,200～1,400ケース、シー

ズン約10万ケース出荷しています。

―心掛けていることは？
病害虫を防ぐ適切な農薬使用と施肥
を行い、業務の効率化を図り、高品質
のキャベツを作ることを心掛けていま
す。

―どんな時にやりがいを感じますか？
嬬恋村は夏秋キャベツ出荷量全国１
位です。圃場でキャベツを収穫して箱
詰めして出荷するとき、このキャベツ
が全国に届けられていくんだと思うと
誇らしくなります。

―今後の展望をお聞かせください。
おいしいキャベツを安定してお届け
することは産地の責任だと思います。
いま資材や運賃などコストが高騰して
いますが、負けずに頑張りたいです。
嬬恋のおいしいキャベツ、ぜひ食べて
ください。

―資材高騰や天候不順など農家を取り
巻く環境は厳しいですが、負けずに高
品質のキャベツを生産する尾崎さん、
今後さらなる活躍が期待されます。

「
嬬
恋
高
原
キ
ャベツ
の
お
い
し
さ
を

全
国
に
届
け
た
い
！

J
A
嬬
恋
村
管
内 

尾
崎
　
直
登
さ
ん
JA嬬恋村

｜ P r o f i l e ｜

尾崎 直登（おざき・なおと）さん
1986年生まれ　36才
栽培品目：キャベツ
面積：�17ha

農
チャレ
業チャレンジャー



 JAピックアップ！
〜JAの活動をご紹介〜

▲  剪定のポイントを確認する
生産者

梅の夏季管理と剪定を学ぶＪＡたかさき

ＪＡたかさき梅生産部会は７月21日、夏季剪定講習会
を鼻高町の生産者の園地で開きました。生産者、関係者
合わせて16人が参加し、剪定や夏季管理のポイントを確
認しました。

夏季剪定は、樹勢コントロールや養分蓄積、健全な花
芽形成を促し、翌年の結実安定を図ることが目的。

西部農業事務所の小山主幹が剪定方法について「上部、
内部の不要な太枝を間引くこと、骨格枝の背面から垂直
に伸びている強勢な徒長枝の剪定や強大化した側枝も間
引くように」と説明しました。続いて、同事務所の狩野係
長が剪定の実技指導を行いました。狩野係長は「夏季剪
定は樹勢を弱めるため、幼木、若木、樹勢の弱い樹では
おこなわない。間引く枝の太さは、腕の太さ以下を目安
とする」と話し、ノコギリを使い剪定の注意点を解説しま
した。生産者は栽培上の疑問や注意点を質問し、夏季管
理の意識を高めました。

放 映 予 定 ３

中村 柚貴子アナ

※タイトル・放送内容等は
　変更になることがあります。

番組名／提供 放送日 ※再放送日 時　間

お野菜キングダムⅢ〈９月号〉／JA群馬中央会
９月５日（月） PM 9：00 〜 9：30

※９月11日（日） AM 8：00 〜 8：30

親子農業体験（案）／JA利根沼田
９月12日（月） PM 9：00 〜 9：30

※９月18日（日） AM 8：00 〜 8：30

スプレーマム、ズッキーニ（案）／JAあがつま
９月19日（月） PM 9：00 〜 9：30

※９月25日（日） AM 8：00 〜 8：30

きのこ（案）／群馬県きのこ振興協議会
９月26日（月） PM 9：00 〜 9：30

※10月２日（月） AM 8：00 〜 8：30

消費者に前橋産の安全・安心な農畜産物の提供に努め
るＪＡ前橋市の直売所「産直ゆうあい館」は、７月16日・
17日の２日間にわたり開店25周年を記念した特別セー
ルを実施しました。特別セールでは、キュウリやナス、
トウモロコシ、モロヘイヤなどの今が旬な新鮮夏野菜や
加工品を多く取り揃えて販売し、会計時には通常時の３
倍のポイントを付与しました。さらに購入者へ豪華景品
が当たる抽選会を行い、他にも同直売所の部会員がポッ
プコーンの無料配布やかき氷の販売も実施しました。

同産直部会の高橋守雄部会長は「イベント前日まで多
くの産直部会員やＪＡ職員が準備に尽力してくれたこと
に感謝。多くの来店者が前橋産の野菜を買い求めてくれ
て生産者冥利に尽きる。今後も多くの新鮮野菜が立ち並ぶ店舗づくりに努めたい」と話しました。

▲ 開店と同時に前橋産野菜を買い求める来店者

ＪＡ前橋市開店25周年記念
特別セール大盛況



『県本部通信』における個人情報の取扱いについて
『県本部通信』に投稿いただいた方の個人情報は、プレゼントの発送やお返事、紙面での紹介に使用させていただきますのでご了承くださ
い。また、これらの個人情報は前記の目的以外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以外には一切開示いたしません。

自由なご意見・ご感想をお寄せください。
《あて先》〒379-2147 群馬県前橋市亀里町 1310番　JA全農ぐんま「県本部通信」係まで
E-mail：info-gunma@gm.zennoh.or.jp ※JAメール等でも結構です。

この印刷物は大豆インキを
使用して制作しています。

花木流通センター便り

石垣 惠美Food adviser

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。

Art Cooking

花木流通
センター
花木流通
センター

至高崎市街地

K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

前橋市亀里町1307-1
TEL 027-220-2427
FAX 027-220-2424

住　　所
・

お問合せ

□発行／令和４年９月１日発行　□発行人／高田　宗徳　□ホームページアドレス／https://www.zennoh.or.jp/gm/　□E-mail／info-gunma@gm.zennoh.or.jp
□発行所／全国農業協同組合連合会群馬県本部  管理部企画経理課　〒379-2147 前橋市亀里町1310番地　℡027-220-2223  Fax027-220-2229

●定 休 日▶毎週火曜日
※�店内では、新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策にご協力ください。

トマトジュースのかき氷

1 ボールにトマトジュース・オレンジジュース・ハチミツ・
オールスパイスを入れてよく混ぜ、型に入れ冷凍庫で凍ら
せる。

2 トマトシロップを作る。トマトを湯むきしてザク切りにし
鍋に入れ、きび砂糖・塩を加え火にかけ煮詰める。レモン
汁・ラム酒を加えシロップを作り、冷ましておく。

3 １のトマト氷をかき氷機で削り、器に入れてトマトシロッ
プをかける。

作り方

材　料

群馬県産オリジナルトマトジュース･････････１本（190g）

オレンジジュース････････････ １本（160g）（100%果汁）

ハチミツ･････････････････････････････････････････70g

オールスパイス･･･････････････････････････････････少々

　　　　　　　　  トマト ･････････････････････････２個

　　　　　　　　  きび砂糖 ･･･････････････････････60g

トマトシロップ　  塩 ･････････････････････････････少々

　　　　　　　　  レモン汁 ･･･････････････････大さじ１

　　　　　　　　  ラム酒 ･･･････････････････ 小さじ1/2

２人前	 （１人分197kcal）

開催日 内　容

９月17日㈯～23日㈮ 秋彼岸園芸セール

営 業 時 間 定 休 日

花木流通
センター

4～5月：9:00～17:00 
6～3月：9:00～16:00

4月～6月：無休営業
7月～3月：毎週火曜日定休

みのり館
4～９月：9:00～17:00 
10～3月：9:00～16:00

年末年始を除いて
無休営業


